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〔目的〕子 宮 内胎児発育 は，超音波断 層 法 を 用 い

各種 の growth 　parameter を 計測するこ とに よ っ て，

そ の 評価が 町能 で あ る．一方， IUGR で は ，特に

肝臓 の 発育が 悪 い と 言わ れて い る e そ こ で ，超音

波断層法 に よ っ て ， 肝 臓 の 発育を 定量 的に 評 価す

る こ とを 目的と し て 胎 児肝臓 の 計測 を 試 み た ．

〔方法〕妊 娠 19週 か ら 42 週 の 合併症 の な い 妊 婦

378 名 を対象 として胎児肝 臓 の 計測を 試 み た。計測

は ， 縦 断走査 に よ っ て ，肝臓 を 描 出 し，右 横隔膜

と肝 右葉 の 先端 開の 長さ （L ）， 撮影 した フ ィ ル ム

を用 い て 肝縦 断面上 ， 右葉 の 周 囲長 （RC ），面積

（RA ），全縦断面 の 周囲長 （WC ），面積 （WA ）を

計測 した． こ れ ら の 計測値 と妊娠 週 数 ， FAC ，

BPD ，
　 FFL と の 関係 に つ い て 検討 し た，

　〔成 績〕肝臓 の 大 きさを 表わ す各計測値 は ， 妊娠

の 経 過 に伴 い 直線 的 に 増加 した．肝臓 の 大 き さ L ，

RC ，
　RA

，
　WC ，　WA と妊娠週 数との 相関係数 は，

0，93 ，　0．87，　C．75 ，　0．89 ，　0．90　（Nw378 ，　240，

　240 ， 230 ，
229 ： P く 0．001 ）で 両 者 の 間 に 有意 の

相関が み られ た。また L ，WC
，
WA と FAC と の 相

関係数 は，0．88 ， 0．90，0．85 （N ＝＝200 ， 201，200

： P ＜ O．OOI ）で ， 同様 に両者 の 間 に有意 の 椙関 が

み られ た 。そ の 他，肝臓 の 大 き さ を 表 わ す各計測

値 と BPD ，　FFL と の 間 に も有 意 の 相関 が み ら れ

　た ，さ らに ， 7 名の 低出生 体重 児 の 肝 臓の 計測 値

　は，低値を 示 した ．

　〔結 論〕 胎 児肝 臓 の 大 き さを表わ す各 計 測値 は ，

　妊娠 の 経 過 に 伴 い 直線 的 に 増加 し， FAC ，　 BPD
，

　FFL と の 聞 に 有意 の 相 関 が み られ た ．ま た ，こ れ

　らの 計 測値 が ， 低出生体重 児 で低値を示 した こ と

　か ら，胎児 肝 臓 の 計測 は ， 胎 児発育 ， 肝臓 の 異常

　を 検討す る 上 で
， 有 用 で あ る こ とが 示唆さ れ た。

　 〔目的〕超音 波断層法 に よ る先天性心疾 患及 び

胎児 不整 脈の 出生前 診断 に 関 す る px
・
ospective な

検討 は ほ とん ど認め られ な い ．今 回，わ れわ れ は

あ る 特 定 の 病院を選 び、そ こ を受診 す る 全妊婦 を

対 象 と し，先天性心 疾患及 び胎児 不整脈 の 出生 前

診 断 に 関す る prospective な 研究を行 い ， 診断率

及 び そ の 限界 に
・
っ い て 検討す る こ とを 目的 と した．

〔方法〕昭和 59 年 5 月 よ り昭和 61 年 6 月 まで に

分娩 し た 299 名全 例を対 象 と し た 。超 音波 断層法

に よ る出生前診 断は，原則 と して 妊娠 20 週， 3D

週，36 週以 降 の 計 3 回行 っ た ．ま た ，検査 はす べ

て 1 人 の 検 者に よ っ て 行 わ れ た ．超音 波断 層法 に

よ り心構造の 同定 を行 い ，必 要に 応 じ て 超音波 M

モ ード法 及び超 音波 ドプ ラ
ー

法 を併・
爾 した． 〔成

績〕 299 例 の うち 3 例 の 先 天性心疾患 （1．e ％ ）及

び 12 例 の 胎 児不 整脈 （4．Ol ％ ）が 出生前 に 診 断さ

れ た ． 3 例 の 先天性 心 疾患 の うち， 2例 が major

anomaly で 1 例が minor 　anomaly で あ っ た． 2 例

の major 　anomaly の 予後 は 不 良で あ っ た ．2 例 の

　small 　ventricular 　septal 　defect と 1例 の mode −

　rate 　pulmonary 　stenosis は 出生 前に 診断 す る こ

とが で き な か っ た ． （結 論〕先天性心 疾患 の 発 生

頻 度 は O．7〜O．8 ％ と言わ れ て お り ， 今回 の 検 討 で

は 出生前診 断 で 1．0 ％ の 発 見 率 を 示 し た ．　 3 例 の

minor
　anomaly が出 生前 1こ 診断す るこ と が で き な か

　っ た． 胎児の期外 収縮の 頻度は L7 ％ と報告 され

　て お り，今回 の 検 討 に お い て は 4．01 ％ と有 意に 高

　い 値 を示 し た．今後，胎児心 エ コ ー法 に よ る 先 天

　性 心疾 患 の 出生 前 診 断を H 常 の 超音波検 査 に 加 え

　る こ と に よ り，さ らに 発 見率が高 くな り ，
そ の 周

　産 期管理 を容易 に す る こ とが 示 唆 され た ．
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